
 

資料５ 
 

次期計画の策定方針 
 

次期の長岡京市環境基本計画は、次の方針のもとで策定することとします。 

 

 

方針１：超長期計画の改定 〜志しを引き継いで〜 

・ 多くの人々の知恵と想いを集めて策定した現「長岡京市環境基本計画」は、この

10年間の本市環境行政を牽引してきただけでなく、さらに 2030年度を遠望する超

長期の計画です。 

→ 次期計画は、現「長岡京市環境基本計画」に込められた精神と志しを引き継いで

策定します。 

 

 

方針２：進行管理ができる計画へのモデルチェンジ 〜バックキャスト型の計画へ 

・ 時代の趨勢として、行政計画は、進行管理が可能なバックキャスト（目標割り戻

し）型の計画へのモデルチェンジが進んでいます。 

→ 次期計画は、上位計画である「長岡京市第 3 次総合計画第 3 期基本計画」との整

合を図り、円滑な連携が可能となるものとしていきます。 

→ そのため、現「長岡市環境基本計画」の進行管理を行うために策定した「長岡京

市環境基本計画実施計画」の概要を含んだ計画として策定します。 

 

 

方針３：関連計画・下位計画との整合 〜環境分野のマスタープランへ〜 

・ この 10年の間に、環境に係る諸計画の策定が進んでおり、環境分野のマスタープ

ランたる環境基本計画は、さらにその性格を強めることが求められます。 

→ 次期計画は、本市環境行政を系統立てて整理し、推進を図るマスタープランとし

ての役割を強化します。 

第３次環境基本計画（国） 

新京都府環境基本計画（府） 

… 

長岡京市都市計画マスタープラン 

長岡京市緑の基本計画 

長岡京市景観計画 

 

長岡京市第 3次総合計画 

第 3期基本計画 

長岡京市地球温暖化対策
実行計画 

 

長岡京市一般廃棄物処理
基本計画 

長岡京市分別収集計画 

西山森林整備構想 

長岡京市役所地球温暖化
防止実行計画 
 

 

長岡京市次期環境基本計画 
（実施計画の概要を含む） 



！ これら 2つの計画の整合を図り
つつ、環境分野施策の階層関
係を論理的に整理する。 

（仮称）第 2次長岡京市環境基本計画の施策体系のモデル 

→ 都 市 基 盤
関係等の内
容の扱いに
ついて検討
する必要が
ある。 

 

《現「長岡京市環境基本計画」における、計画技術的な課題の概況》 

現長岡京市環境基本計画の施策体系 

 

環境にやさしいまちづくり 

・ 緑と歴史・文化のまちづくり 
・ 人が行き交うにぎわいのまちづくり 
・ 楽しく歩けるまちづくり 
・ 地域ぐるみのしくみづくり 

 

自然とのかかわり 

・ 地産地消ですこやかなまちづくり 
・ 身近な自然を創る地域住民 
・ あらゆる生き物と共生できるまち 

コミュニティを基盤とする 

循環社会の形成 
・ ごみ廃棄物 
・ 生ごみ（有機廃棄物） 
・ 化学物質が関わる廃棄物ごみ 
・ エネルギー（地球温暖化） 
・ 水資源 
 

地域のネットワークづくり 

・ 屋根のない学校づくり 
・ みんなが先生、みんなが生徒 
・ いきいきワーキングネット 
 

 

環境保全型社会の形成 

・ 地球環境の保全 
・ 循環型社会づくりの推進 
・ 廃棄物の適正管理・処理 
・ 快適な生活環境の実現 

 

緑豊かな環境づくり 

・ 自然環境の保全 
・ 都市緑化の推進 

 

水環境の整備 

・ 下水道（汚水）事業の推進 
・ 浸水対策 

 

安定した水の供給 

・ 安全な水の安定供給 
・ 水道の経営基盤強化とサービス向上 

 

第 3次総合計画第３期基本計画の施策体系 

（第 2分野 生活環境） 

１ 低炭素社会の実現 
 

・ 省エネルギー、新エネルギー利用 等 （→エコ交通システム） 

２ 資源循環型社会の形成 
 

・ 廃棄物対策・リサイクル、水資源利用（上水道、雨水利用） 等 

３ 自然環境の保全 
 

・ 森林（西山）、河川・水環境 等 

４ 環境汚染・公害対策 
 

・ 下水道（汚水）、環境監視 等 

５ 快適な都市環境づくり 
 

・ 景観形成、都市緑化、環境美化（散乱ごみ対策） 等 
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※ 横断的内容の
記載方針は、牽
引策で受け止め
て強調する、各
論に振り分ける
など、具体的な
内容と計画の構
成を勘案しつつ
設定する。 

→ 縦横の視点
が混在して
おり、行政
計画として
進捗管理が
行 い に く
い。 


